
皿＋タッピンねじ
３．５×２５ ３本

皿＋タッピンねじ
３．５×２０ ２本

六角アプセット
タッピンねじ
５×３０ ５本

ナベ＋タップタイト
３．５×６ １本

固定パーツ
1ケ

ベースカバー
Ｌ＝１０４mm １ケ

※カットが必要となります。

ストレート
ジョイント ２ケ

L型ジョイント

２ケ

固定パーツ

２ケ

階段用ユニット(勾配部） ユニット材質：アルミ押出し材 /アクリル焼付塗装 /アルミダイカスト /サビ止め処理

ユニット材質：アルミ押出し材 /アクリル焼付塗装 /アルミダイカスト /サビ止め処理

L字接続金具

壁面接続金具

直列接続金具

38°～49°

42

1020

108～126

ユニット接続部材

工具

六角アプセット
タッピングねじ
５×７０ ５本

皿＋タッピンねじ
３．５×２０ ２本

ベースカバー
Ｌ＝８４mm １ケ

※カットの必要はありません。

皿＋ドリルねじ
４×１０　２本

皿＋ドリルねじ
３．５×２５ ４本

ピアスドリルねじ
３．５×１６ ２本

階段ユニット本体　　　 　 　　　　１本

アクセントライン ８８３㎜　　　　　１本

アクセントライン ９８５㎜　　　　    １本

階段ユニット 施工部材セット

吹抜ユニット本体　　　   　　 　     １本

アクセントライン １０５５㎜　　　 　２本

皿＋タッピンねじ
３．５×５０ ６本

スペーサー ８ケ

吹抜ユニット 施工部材セット

42 115

1090

吹抜用ユニット(水平部）

ロングビット(長さ30cm程度)
六角ソケット ｰ 8mm
※六角アプセットタッピンねじ使用時に必要となります。

＋ ビット ｰ ＃２

Ｌ型ビット
※手すり棒とストレートジョイント取付時に必要となります。 

ドリルビット ｰ 4mm程度
※5mmのビス使用時に下穴用に必要となります。

ドリルビット ｰ 2.5mm程度
※3.5mmのビス使用時に下穴用に必要となります。

●

●

●

●
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手すり取付

取付位置、下地の確認

a

b

b
2F フロアー材

2F フロアー材

床根太
90mm幅以上

25
m
m
以
上

壁面プラスターボード

▲ 吹抜け框ライン

補強材 90mm角以上

吹抜けユニット
35mm

40mm以上

調
整
可
能
範
囲

50
~6
5m
m

▲ 吹抜け框ライン

吹抜けユニット
床根太

階段ユニット

【踏板図】

40mm以上

①踏板に階段ユニットのセン
ターラインをスミだしする。
踏板の端から手すりユニット
のセンターを40mm以上に
設定してください。

①階段ユニットの固定柱を固定パーツに差込む。

②スミだししたラインと固定
パーツの中心を合わせ、垂直、
水平を確認して段鼻に固定
パーツをビスで固定する。

差込む
【上面図】

固定パーツ

踏板面踏板面

ユニット差込前

ユニット断面

踏板面踏板面

ユニット差込時

六角アプセット
タッピンねじ ５×30

【上面図】

ビス止め

固定柱側可動柱側

仮打ち
下り側 上り側

仮固定

※取付方向を間違えない
ようご注意ください。

下り

上り

※階段ユニット用には
ビスがついておりません。

※最上段の路面aと踏板bの寸法が
同じであることを確認してください。

※吹抜けユニットは必ず床根太上に
取付位置を設定してください。

取付位置寸法の確認 下地補強の確認

①手すり棒をユニッ
トの上に仮置きす
る。手すり棒が長い
場合はカットする。

②取付け部の角度を階
段と平行になるよう、
ユニット可動柱上部を
上下に作動させ、ユ
ニットが垂直になるよ
う、可動柱下部を前後
に調整します。

【下部拡大】

カットする 調整調整

調整調整

可動します可動します
スライド調整

※座金をスライドさせ、
ユニットの垂直レベル
を合わせてください。

【上部拡大】
※階段と平行になるよう
全ユニットの角度調整を
してください。

①階段ユニット上部
と手すりをビスで固
定する。

②可動柱も水平、垂直
を調整してから踏板に
ビスで固定する。仮打
ちしていた中央部のビ
スも増し締めする。

③各ユニット可動柱上部を
ビス止めする。

皿+タッピンねじ 
3.5×20 六角アプセット

タッピンねじ ５×30
ナベ＋タップタイト 3.5×6

本固定

40mm以上

皿+タッピンねじ ３．５×２５ 【上面図】

※締めすぎにご注意ください。※締めすぎにご注意ください。

②ユニットの垂直、水平
を確認し、固定柱側の
座金をビス止め、中央
可動部を仮打ちする。
※この時点では、可動
柱側の座金にビス止め
はしないでください。

※対応角度38°～49°



Ｌ字接続金具取付
②Ｌ字接続金具（Ｌ側）に
金具（Ｉ側）をはめ、吹抜
けユニットが取付位置に
くるよう調整する。
Ｌ字接続金具（Ｉ型）
をビスで固定する。

③ユニットの
垂直を確認し、
座金中央の穴
を仮固定する。

①Ｌ型接続金具（Ｌ側）を
２つ階段ユニットに差し
込み、ビスで固定する。
吹抜けユニットにＬ型接
続金具（Ｉ側）を差し込む。

※吹抜けユニット施工前に必ず
取り付け方向を確認してください。

80
m
m

80
m
m

皿＋ドリルねじ 3.5×25
80
m
m

Ｌ側Ｌ側

Ｉ側

吹抜けユニット

階段ユニット

皿＋ドリルねじ 
3.5×25 35mm

ビス打ち

センターライン

50
~6
5m
m

六角アプセット
タッピンねじ  
5×70仮固定

壁面固定
①吹抜けユニットの
センターラインと固
定パーツの中心を
合わせ、固定パーツ
２つをビスで壁面に
固定する。

※建築巾木がある場合は、固定
パーツ付属のスペーサーを巾木の
厚みに合わせて壁面に固定する。

②固定パーツに吹
抜けユニットを差し
込む。　 と同様にユ
ニットの垂直を確認
し、座金中央の穴を
仮固定する。

仮固定

10
00
m
m

建築巾木

壁面

トラスタッピンねじ
3.5×50

壁面

差込むスペーサー使用枚数の目安

スペーサー厚み     ＝  ３mm
建築巾木  ６mm   ＝  ２枚
建築巾木   ９ｍｍ  ＝  ３枚
建築巾木１２ｍｍ  ＝ ４枚

割付と吹抜けユニット本固定
①　 と　 のユニットの
端から端までの距離をＬ
とし、Ｌを下の計算式に
あてはめ、吹抜けユニット
取付位置を割付ける。
※取付幅は100mm以内
に設定する。

②割付けた位置に吹抜けユニットを
　 、　 と同様に仮固定し、ユニット
の通り芯を揃え、全ユニットを本固定
する。仮固定のビスも増し締めする。

Ｌ－（115×ユニット本数）

吹抜けユニット取付幅の計算式

ユニット本数  ー 1
= 取付幅

全ユニットが仮固定の状態の時、笠木をのせテー
プなどで軽く固定しておけば、通り芯を揃えやすく
本固定時もブレが少なく打つことができます。

ＰＯＩＮＴ

六角アプセット
タッピンねじ
 5×70本固定

手すり取付 Ｌ字接続金具固定

①手すりをユニッ
トの上に仮置きす
る。手すりが長い
場合はカットする。
仮置き後、柱ユニッ
トの垂直レベルを
確認してください。

②手すりと吹抜ユ
ニットをビス固定し
ていく。

①Ｌ字接続金具の
Ｌ側Ｉ側をビスで
固定する。

カットする
※ユニット上部が
がきちんと手すり
裏溝にはまってい
る事を確認してく
ださい。

皿+タッピンねじ 
3.5×20

皿＋ドリルねじ 
4×10
皿＋ドリルねじ 
4×10

①ストレートジョイントを階段ユニットの上
から2ケ差し込み、ビスで固定する。

※手すり（丸棒タイプ）は
　スペーサー4枚が必要となります。

取付幅

仮固定済みユニット

ストレート
ジョイント

ストレートジョイント

吹抜けユニット
固定パーツ

固定パーツ

以内

80mm
階段
ユニット

80mm

②ストレートジョイ

ントに吹抜けユニッ

トを上から差し込

み、ビスで固定す

る。

ストレートジョイント

※「L」のサイズは、吹抜けユニット取付幅の計算式を参照してください。

直列接続金具で取り付ける場合　　　　　　　　　必ず下穴を開けてから取付けてください。

Ｌ字接続金具で取り付ける場合　　　　　　　　　　　　必ず下穴を開けてから取付けてください。

【吹抜用施工手順】

※

ビス打ち

80mm



各ユニットカバー取付

アクセントライン取付

①階段ユニットのカバー
は、踏板取付金具にベース
カバー（階段用）を合わせ、
ユニット幅にカットする。

②階段ユニットの踏板取付金
具には、カットしたベースカ
バー（階段用）を取り付ける。
吹抜けユニットの踏板取付金
具には、ベースカバー（吹抜
け用）を取り付ける。
※取付方はどちらも同じ。

※カバーがきちん
と奥に、はまって
いる事を確認して
ください。

カットする
ベースカバー（階段用）


